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　　主　　題（2017 ／ 2018）
国 際 会 長　　「ともに、光の中を歩もう」　　　　　　　　　　　　　　
ア ジ ア 会 長　　「ワイズ運動を尊重しよう」　
西 日 本 区 理 事　　2022 年に向けて「心身の健康づくりから、クラブの健康づくりへ」
中 部 部 長　　「愛し合い、助け合い、心はいつも青春」
名古屋クラブ会長　　「ワイズは楽しく、有意義に」

2017 〜 2018　2 月号　(No851）

在　　籍	 24 名
第 1例会	 15 名
　　メネット	 1 名
ゲスト・ビジター 	 0 名
第 2例会	 12 名
　　メネット	 名
　　ゲスト	 1 名
メーキャップ	 0 名
出席率	 75%
メネット会	 名
　　ゲスト	 名

1月クラブ出席 B　　　F

切手	 295pt

現金	 0pt

小計	 295pt

切手	 716pt

現金	 0pt

合計	 716pt

1
　
月

累
計
（
7
〜
1
月
）

伊左治	 ◯

尾　関	  

小　尾	 ◎

可　知	 ◯

川　口	 ◎

川　本	 ◎

河　部	

鬼　頭	

木　本	 ◯

久保田	 ◦

塩　田	 ◎

鈴木（貞）	 ◯

鈴木（学）	 ◦

相　馬	 ◎

谷　川	 ◎

常　川	

寺　田	

中　村	 ◯

西　村	 ◎

平　野	 ◦

広　瀬	 ◎

深　谷	

義　井	 ◯

渡　辺	 ◎

1　月　　個　人　出　席 第1例会（1/9）	
　　　　（メネット）	 伊左治　
　
第2例会（1/16）	
　　　　（ゲスト）	 伊左治（真）

中日本YMCA役員研修会（大阪）（2/4）
	 川本　中村　渡辺

第　2　例　会

と　き︰ 2018 年 2月 20日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ：名古屋YMCA
プログラム：70周年記念例会再確認　3月例会　他

　2017 年 4月より、連絡主事として名古屋ワイズメンズクラ

ブの活動に参加させて頂くようになりました。右も左も分から

ない中、皆様に暖かく迎え入れて頂き、様々な場面でご親切に

アドバイス頂き、感謝致します。

　例会に参加させて頂くようになり、いつも感じることがあり

ます。（当然のことかもしれませんが、）ワイズメンの皆様は

YMCAのことをとても大切にして下さっていて、心からその

活動を支えたいという共通の思いや情熱、奉仕の心を持ってい

らっしゃるということです。多くの方が学生時代から YMCA

の活動に長く関わって来られたと伺いました。YMCAへの共

通の思いを持つ方々が名古屋クラブ 70年の歴史を作って来ら

れたのだと存じます。

　アメリカのある著名人が某大学の卒業式訓示にて、これから

社会人になる卒業生に向けて言いました。In my experience, 

you will truly serve only what you love because service 

is love made visible. 日本語にすると「私の経験上、君たち

が真に奉仕できるのは心から愛していることだけだ。なぜなら

奉仕というものは、愛が可視化されたものだからだ。」でしょ

うか。巻頭言冒頭部分を綴っていると、この言葉をふと思い出

しました。ある作家は Service をWork に置き換えた言葉を

残したそうです。

Service is…

広　瀬　謙　一

会　　長　谷川　修

副 会 長　常川　鬼頭

書 　 記　川本　鈴木（貞）　

会　　計　塩田　川口　
ブリテン　久保田　伊左治　川口　平野

2 月例会プログラム
タイムオブファースト

と　き：2018年 2月 13日㈫ 7：00p.m.〜 8：30p.m.

ところ：名古屋YMCA

　	 	 	 	 司　会　渡辺真悟君

開会宣言　	 　　　  	 	 会　長　谷川　修君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷	 	 西村　清君

諸報告	 	

プログラム	 　進行　渡辺真悟君

　　　「70周年記念例会準備」全体協議会

ハッピーバースデイ

ドライバースピーチ	 	 久保田啓君

YMCAの歌

閉会宣言　	 　　　  　　　会　長　谷川　　修君

※ 2月例会はタイム オブ　ファーストに付き食事

はありません。
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■■■  第 1 例会レポート  ■■■

と　き：2018 年１月９日（火）　ＰＭ 7：00～ 8：30

ところ：名古屋YMCA

　名古屋クラブ 1月の第一例会卓話は名古屋 YMCAスタッ

フの遠藤恵美子さんによる「インドを旅して」と題して行わ

れました。インドを訪問されたのは『きっと、うまくいく』

という映画を見たことがきっかけで、元南山 YMCAスタッ

フの知り合いの旅行会社を通し、昨年の夏に 6日間に渡っ

てジャンムー・カシミール州のレー (Leh) に滞在されたそ

うです。卓話では、現地で撮影された数々の美しい写真と共

に、ホームステイ先のこと、現地での食事のこと、チベット

仏教のお寺で体験された朝のお祈りの時間のエピソード、チ

ベットの壮大な自然を肌で感じた印象、訪問した 7階建て

のパレス（レーパレス）や標高 3500mの道を移動して到着

した湖 (パンゴン湖 )などについて、楽しくお話し頂き、当

時の体験が如何に遠藤さんにとって素晴らしいものであった

のかがとても伝わってくる卓話でした。ほとんどの日本人が

訪問する機会がない地での貴重な体験談をありがとうござい

ました！

　諸連絡事項は、中村総主事より日本語学院のアップデート

等の話がありました。川本ワイズからは、ピンクシャツ販売

の締め切りに関する連絡がありました。70周年記念事業に

関しては、他クラブからの参加者数進捗状況、IBC・DBC

費用負担、セントレア・名古屋間の送迎役割分担等が渡辺ワ

イズを中心に話しあわれました。� ( 広瀬 謙一）

■■■  第 2 例会レポート  ■■■

と　き：2018 年 1月 16日（火）ＰＭ 7：00～ 8：30

ところ：名古屋YMCA

１．７０周年記念事業について

　・�記念誌製作のエイコー伊左治真さんにも参加いただき、

70 周年記念例会並びに、前日開催のＩＢＣ・ＤＢＣ交

流会に向けての進捗状況を確認し、例会当日の役割分担

等、具体的な打合せを実施した。

　※�２月第一例会で最終案を提示し、当日（前日のＩＢＣ・

ＤＢＣ交流会も含めた）の行程確認、メンバー各人の役

割分担など、最終決定する。

２．２月第一例会について

　・�ＴＯＦ例会（Time of Fast）食事無し例会とし、７０

周年記念例会に向けての最終調整例会とする。

３．３月以降の第一例会について

　・３月：７０周年記念例会を第一例会とする

　・�４月：メネットナイトに位置づけ、今期の西日本区メネッ

ト事業のテーマ「子どもの貧困」をテーマに外部卓話者

を招く

　・５月：メンバーによる卓話を予定（常川メン「車の話」？）

　・６月：年度のまとめ

４．西日本区事業目標（献金）について

　・�Ｙサ・ユース献金（2000）ＴＯＦ献金（1400）ＦＦ献

金（800）ＲＢＭ（800）ＹＥＳ（500）

　　については、クラブ会費から支出します。

　・�ＣＳ献金（1500）とＢＦ献金（1500）災害支援献金

（2000）は、２月第一例会時、献金ＰＲ予定　　　

５．ＹＭＣＡ行事について

　・�ピンクシャツデー：今年で３回目のピンクシャツデーは

２月２８日（水）。２月第一例会にてＹＭＣＡよりＰＲ

があります。

　・�ユースリーダー感謝会：ユースボランティアリーダー送

り出しの会、３月２１日（祝）南山ＹＭＣＡにて実施予定、

詳細未定。

６．その他

　・�中部ＥＭＣシンポジューム：５月中部評議会の日程で実

施？（1/23 開催の在名４クラブ連絡会にて相談する）

　・�西日本区次期会長、主査研修会（3/10 ～ 3/11）に次

期会長：深谷君、次期国際・交流事業主査、谷川君が出

席予定。� （川本龍資）
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『わたしたちの一つの体は多くの部分から成り立っていても、
すべての部分が同じ働きをしていないように、わたしたちも
数は多いが、キリストに結ばれて一つの体を形づくっており、
各自は互いに部分なのです。』

ローマの信徒への手紙１２章４～５節

西　村　　清

　このローマの信徒への手紙を書きました使徒パウロは教会

をからだに譬えて述べています。同時に、それは名古屋ワイ

ズメンズクラブに当てはめることもできると思うのです。

からだを構成している肢体は互いに論じ合い、互いにねたみ

合い、互いの相対的重要性について言い争うことはしないの

です。そしてからだの各部分はそれぞれ独自の機能を果たす

のです。目が手に向かって「お前は要らない」とは言えず、

また、頭が足に向かって「お前たちは要らない」とも言えな

いのです。そして体の中でほかよりも恰好が悪いと思われる

部分を覆って、見栄えよくしようとする。しかも一つの部分

が苦しめば、すべての部分が苦しみ、一つの部分が尊ばれれ

ば、すべての部分が共に喜ぶのです。

　この聖書の箇所の根底には非常に重要な生活の法則が横た

わっています。その第一は自らを知ることを勧めます。ギリ

シャの賢人の第一の基本的な戒めは「汝自身を知れ」という

ことでした。自分の出来ることとできないことを知らなけれ

ばなりません。うぬぼれることなく、また偽りの謙遜を持つ

ことなく、自らの能力を正直に評価することが人生に有益で

あるという。第二は自らを受け入れること、それは神が自分

に与えられた賜物（カリスマ）を用いることです。他人の賜

物をねたむことなく、また他の賜物を与えられていなかった

ことを残念に思い、不平を言うべきではないのです。自らを

あるがままに受け入れ、自らのもてる賜物を用いるべきです。

奉仕はしばしば目立たない領域、ほとんど日陰の部分を演じ

ることになりますが、これもまた賜物をいかすこと、用いる

ことでもあります。第三は賜物は神から与えられたものだと

いうことです。聖書の別な言葉ではタラントン（能力）です。

頭が良いとか、手先が器用だとか、絵や音楽に優れて、特殊

能力を持っているとか、さまざまな非凡な能力を持っている。

しかしそれらは自分の研鑽によってなったものもありますが、

それ以上のもの（カリスマ）を持っている者が多くいます。

だからそれを生かして、用いることが、その人に与えれた使

命だということが出来ます。

東日本大震災犠牲者追悼式のお知らせ

　3月 11日は、どういう日か、皆さん勿論ご存知ですね。そう、

今から 7年前、東日本大震災があった日です。2万人近い尊い命

が一瞬にして奪われた大災害でした。

　この震災による犠牲者を追悼する式典が、今年も3月11日（日）

に矢場公園において行われます。震災支援活動を率先してとりく

んだ団体等による実行委員会により実施されますが、当然名古屋

YMCAもその委員として関わり、重要な役割を担っています。

　この追悼式は、犠牲となった方々に哀悼の意を捧げること

を主眼とした市民サイドのとりくみで、午後 1時 30 分から約

10.000 本のローソクに火を灯し、花を供え黙とうを捧げるとい

う内容のものです。

　東日本大震災と、それにより犠牲となった人たちのことを決し

て忘れませんという思いを、是非、これに参加することで示そう

ではありませんか。

　前回と今回、この式典を開催する実行委員会の事務局長を担う

谷川からメッセージです。� （谷川　修）

各クラブ独自で行っている素晴らしいCS事業をワイズ全体に発信し、自慢しましょう。互いに知り合う事でワイズ活動の

活発化を促進しましょう。各種献金は期限までにお願いします。� 吉田由美 地域奉仕・環境事業主任（大阪なかのしま）

西日本区強調月間リスト　2月　TOF　CS　FFSTEP for All
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小尾雅彦君	 120pt

河部　薫君	 90pt

久保田啓君	 55pt

塩田　保君	 30pt

お知らせ

山口一雄君退会

去る 12月を以て退会されました。

切手

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別メネット会員は年額24,000円です）できるだけ6ヶ

月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ納入される方

は7月、10月、1月、4月に納入して下さい）

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

YMCAニュース

3 学期も始まり、YMCAには子どもたちの元気な声が戻っ

てきました。春プログラム参加者の募集も続いており、ス

タッフは準備に取り掛かっております。日本語学院のビル

も改装が終わり、4月開校に向けて準備が進んでおります。

YMCA　2月の予定

2 月 28日（水）ピンクシャツデー

CSからのお願い

お年玉付き年賀はがきの当選番号は、下二ケタが

27　　86

です。

是非、交換されたお年玉シートまたは未交換のはがきを例

会にご持参下さい。また、現金でも結構です。

担当　環境地域奉仕　小尾雅彦

　　2月	 3 日	 鬼頭栄子さん
	 4 日	 川口　恵さん
	 7 日	 川本龍資　君
	 18 日	 相馬静香さん

タイム　オブ　ファーストとは

Time of Fast Global Project Fund(tof-gpf)

世界の飢餓に苦しむ人々のために、ある月のクラブ例会の食

事を抜きにしてその分の金額を国際に集め、その年度に定め

た支援目標に捧げる奉仕活動。いわゆる途上国で民生のため

苦闘しているYMCAの活動を選ぶことが多い。

BF（切手）中間報告＇ 17/7 〜＇ 18/1

尾関　	 65pt

小尾	 120pt

河部	 90pt

木本	 45pt

久保田	 55pt

塩田	 30pt

深谷	 180pt

義井	 65pt

深谷（朗）	 66pt

２０１７－２０１８年度　下半期各担当
月 巻頭言執筆 第一例会司会 ドライバー 第一例会レポート

２ 広瀬　謙一 可知　　将 塩田　保 義井　裕子

３ 西村　　清 ― ― 渡辺　真悟

４ 義井　裕子 鬼頭　英子 鈴木　貞祥 尾関　　明

５ 渡辺　真悟 木本精之助 鈴木　　学 小尾　雅彦

６ 谷川　　修 久保田　啓 相馬　静香 川口　　恵


